
必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
　
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 4 ○
1 4 ○
1 2 ○
1 2 ○
2 2 ○
2 2 ○
2 2 ○
1 4 ○
1 2 ○
2 2 ○
2 2 ○
3 1 ○
2 2 ○
1 2 ○ 2
1 2 ○ 1 1
1 1 ○ 2 1 2
1 2 ○ 1 1
1 2 ○ 1 1
2 2 ○ 1 化学のみ

2 2 ○ 1 化学のみ

2 2 ○ ○ 7 8 4
1 2 ○
1 2 ○
1 2 ○ ○
2 2 ○
2 2 ○
2 2 ○ 2 2 2 化学のみ

－ 34 24 0 7 8 0 6 0
3･4 2 ○
3･4 2 ○
3･4 2 ○
3･4 2 ○
3 2 ○

リレー講
義科目 3･4 2 ○

－ 0 12 0 0 0 0 0 0
2 2 ○ 1 化学のみ

2 2 ○ 1 化学のみ

3 2 ○ 1 化学のみ

3 2 ○ 2
3 2 ○ 2
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○
－ 6 12 0 0 5 0 0 0
2 2 ○ 1 化学のみ

2 2 ○ 1 化学のみ

3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ ○ 1
- 4 6 0 1 1 0 0 0
2 2 ○ 1 化学のみ

2 2 ○ 1 化学のみ

3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ ○ 2
－ 4 6 0 1 3 0 0 0

－

化学工学系科目

小計（5科目） －

無機化学系科目
無 機 化 学 Ⅲ
機 能 性 材 料 化 学
コ ン ピ ュ ー タ 解 析 Ⅱ

化 学 工 学 Ⅰ
化 学 工 学 Ⅱ

小計（6科目） －

副
専
門
数
理
情
報
基
礎
科
目

小計（9科目） －

有
機
化
学
系
科
目

生 物 有 機 化 学

解 析 構 造 の 数 理
空 間 の 数 理
数 理 物 理

反 応 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 解 析 Ⅰ

無 機 化 学 Ⅰ
無 機 化 学 Ⅱ

小計（5科目）

有 機 化 学 Ⅲ

化 学 工 学 Ⅲ

有 機 工 業 化 学
有 機 機 器 分 析
高 分 子 合 成 化 学
高 分 子 機 能 化 学

反 応 有 機 化 学

物 質 工 学 基 礎 実 験

数
理
系
科
目

情 報 リ テ ラ シ ー
情 報 Ｐ Ｂ Ｌ
情 報 処 理 基 礎
情 報 処 理 応 用

離 散 の 数 理
非 線 形 現 象 の 数 理

現 代 物 理 学 の 世 界

有 機 化 学 Ⅰ
有 機 化 学 Ⅱ

化 学 Ⅱ Ａ
化 学 実 験 Ａ

応 用 化 学 自 由 研 究
図 形 情 報 科 学

無 機 化 学 基 礎
有 機 化 学 基 礎
物 理 化 学 Ⅰ
物 理 化 学 Ⅱ

基 礎 量 子 力 学
物 理 学 実 験 Ａ
回 折 結 晶 学
化 学 Ⅰ Ａ

統 計 学
物 理 学 Ⅰ
物 理 学 Ⅱ Ａ
物 理 学 Ⅱ Ｂ

線 形 数 学 Ⅰ
線 形 数 学 Ⅱ
解 析 学 Ⅲ
複 素 解 析 学

工
学
基
礎
科
目

情
報
系
科
目

授業形態

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

解 析 学 Ⅱ
解 析 学 Ⅰ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

小計（27科目）

（工学部物質工学科）

備考

単位数 専任教員等配置

授業科目の名称 配当年次

1



3 2 ○ 1 化学のみ

3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○
－ 2 8 0 3 0 0 0 0
2 2 ○ 1 マテのみ

2 2 ○ 1 マテのみ

3 2 ○ 1
2 2 ○ マテのみ

2 2 ○
3 2 ○ 1
3 2 ○
3 2 ○ 2
－ 6 10 0 3 0 0 0 0
2 2 ○ 1 マテのみ

2 2 ○ マテのみ

3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1 マテのみ

3 2 ○
3 2 ○ 1
3 2 ○
3 2 ○
3 ○ 1
－ 6 12 0 1 3 0 0 0
2 2 ○ 1 マテのみ

2 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○
3 2 ○ ○ 1
3 2 ○
3 2 ○
3 2 ○
3 2 ○ 1
3 2 ○
3 2 ○
2 2 ○ 1
3 2 ○
－ 2 24 0 3 1 0 0 0
3 2 ○
3 2 ○
4 2 ○
4 2 ○
3 2 ○
4 2 ○
4 2 ○
4 2 ○
2 2 ○ 1 マテのみ

2 2 ○ 2 2 6 化学のみ

3 2 ○ 1 3 6 化学のみ

3 2 ○ 3 2 1 化学のみ

2 2 ○ 1 2 5 マテのみ

3 1 ○ 3 1 マテのみ

3 1 ○ 1 1 マテのみ

3 2 ○ 1 1
4 2 ○ マテのみ

4 2 ○ 7 8
4 2 ○ ○ 7 8
4 5 ○ 12 13
3 1 ○ 5 5 マテのみ

3･4 ○
2･3 2 ○
－ 20 24 0 12 13 0 11 0

－ 84 138 0 12 13 0 11 0

－

プロセス系科目

小計（13科目） －

機能・設計系科目

生 体 金 属 材 料
国 際 資 源 環 境 学
材 料 リ サ イ ク ル 工 学

材 料 強 度 学
塑 性 力 学 基 礎

小計（5科目） －

物理化学系科目

小計（8科目） －

構造・性質系科目金 属 強 度
材 料 ナ ノ 構 造 学
固 体 内 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス
コ ン ピ ュ ー タ 材 料 設 計

特 別 講 義
コ ン ピ ュ ー タ 概 論

科 学 英 語 Ⅰ
科 学 英 語 Ⅱ
卒 業 研 究
見 学 実 習

マ テ リ ア ル 基 礎 実 験
も の づ く り 実 習
コ ン ピ ュ ー タ 数 値 計 算 演 習
外 国 語 文 献 購 読

物 質 工 学 実 験 Ａ
物 質 工 学 実 験 Ｂ
物 質 工 学 実 験 Ｃ
フ ロ ン テ ィ ア 工 学 実 習

電 気 工 学 概 論
電 子 通 信 シ ス テ ム 工 学 概 論
計 測 制 御
設 計 製 図

統 計 力 学
量 子 力 学
原 子 力 概 論
機 械 工 学 概 論

応 用 物 理 学

社 会 基 盤 材 料 Ⅱ
材 料 環 境 工 学 Ⅱ
機 能 材 料
セ ラ ミ ッ ク 材 料

Ｃ Ａ Ｅ
社 会 基 盤 材 料 Ⅰ

接 合 工 学
塑 性 加 工 学

材 料 力 学 基 礎
材 料 力 学

小計（10科目）

反 応 速 度 論
材 料 環 境 工 学 Ⅰ
結 晶 創 成 工 学
融 体 加 工 学

材 料 熱 力 学 基 礎
材 料 熱 力 学
材 料 熱 力 学 演 習
高 温 融 体 プ ロ セ ス 工 学

材 料 組 織 学
平 衡 状 態 図 Ⅰ
平 衡 状 態 図 Ⅱ
材 料 物 性

物 理 化 学 Ⅳ
物 理 化 学 Ⅴ
分 析 化 学
生 物 物 理 化 学

物 理 化 学 Ⅲ

工
学
専
門
科
目

学位又は称号

合計（111科目）

学位又は学科の分野 工学関係　　　　学士（工学）

小計（23科目）

－

－

2



期

週

分

2

卒業要件及び履修方法

卒業要件:
卒業要件については、人間科学基礎科目2０単位、副専門人間科学科目・工学系総合科目・
工学基礎科目・工学専門科目の10６単位の合計1２６単位である。
履修方法:
１．卒業研究に着手するためには、人間科学基礎科目2０単位、２年次までの必修並びに物
質工学実験Ｂ及びＣを含む、工学基礎・工学専門科目の必修５２単位以上の合計110単位が
必要である。（応用化学コース）
２．卒業研究に着手するためには、人間科学基礎科目2０単位、工学基礎・工学専門科目の
３年次までの必修４７単位、選択必修科目からの２８単位以上の合計110単位が必要であ
る。（マテリアル創成加工学コース）
３．卒業要件1２６単位中、副専門人間科学科目・工学系総合科目・工学基礎・工学専門科
目の10６単位は、必修・選択必修科目の合計が8２単位以上含まなければならない。
４．他学部・他学科で開講されている授業は、科目担当教員の許可と本学科教務委員の承
認を得れば、選択科目として履修することができる。

授業期間等

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間 90

15

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
　
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○
1 2 ○ 2
1 2 ○ 1
1 2 ○ 1
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 3
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 2
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 4
－ 17 8 0 5 6 0 0 0
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 1
1・2 2 ○ 2
1・2 2 ○
1・2 2 ○
1・2 2 ○
1・2 2 ○
1～2 2 ○ 5 6
1～2 2 ○ 5 6
1～2 2 ○ 最大2
1～2 2 ○ 最大2

0 50 0 5 6 0 0 0
プレゼンテーション 1～2 2 5 6
特別応用研究I 1～2 2 5 6
特別応用研究II 1～2 2 5 6
特別応用研究III 1～2 2 5 6

－ 0 8 0 5 6 0 0 0
5 6 0 0 0

期

週

分

備考

マルチスケール材料強度学特論

物質高次元構造解析学特論

－小計（16科目）

基礎工学

経営管理論
実践コミュニケーション英語

コラボレーションワークIV

学外実習

小計（25科目）

専
門
科
目

社
会
人
プ
ロ

グ
ラ
ム

マテリアルプロダクトシステム

先端半導体とそのﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｼｽﾃﾑへの応用

エネルギー変換解析特論

エネルギーマテリアルシステムI
エネルギーマテリアルシステムII

エネルギー変換材料特論

合計（　45科目）

シンクロトロン光材料学特論

スピン工学特論
磁気マイクロシステム特論

計算材料力学特論

量子材料機能学特論
非平衡先端材料特論

センシングデバイスシステム

機能システム創成特別実験

共
通
科
目

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

工学倫理論

コラボレーションワークVII

機能性材料創成工学特論I

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学研究科機能システム創成工学専攻（Ｍ））

コラボレーションワークV

学位又は学科の分野

－

 　    修士(工学)　　　

環境材料設計工学
高機能構造材料工学
ﾏﾃﾘｱﾙ･ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾌﾛﾝﾃｨｱ

小計（4科目）

学外演習

機能システム創成講究
エネルギーマテリアルシステムIII

電磁パワードライブシステム工学特論

専任教員等配置授業形態単位数

配当年次授業科目の名称

ベンチャー企業論

工学関係　　　学位又は称号

機能性材料創成工学特論II
機能システム設計工学特論I
機能システム設計工学特論II

コラボレーションワークVI

コラボレーションワークI
コラボレーションワークII
コラボレーションワークIII

電磁パワーデバイス材料工学特論

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

主専攻の共通科目より６単位以上、講究２単位、特別実験２単位を含めて主専攻
専門科目より２０単位以上、合計３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導
を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。

１学年の学期区分 2

１学期の授業期間 15

１時限の授業時間 90

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
　
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○
1 2 ○ 2
1 2 ○ 1
1 2 ○ 1
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 2 2
1 2 ○ 3
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 2
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 1 1
1 1 ○ 4
－ 17 8 0 5 6 0 0 0

1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 1
1・2・3 2 ○ 2
1・2・3 2 ○
1・2・3 2 ○
1・2・3 2 ○
1・2・3 2 ○
1～3 2 ○ 最大2
1～3 2 ○ 最大2

特別プロジェクト研究 1～3 2 5 6
インターンシップ 1～3 1 5 6
特別演習 1～3 1 5 6

0 50 0 5 6 0 0 0
プレゼンテーション 1～3 2 5 6
特別応用研究I 1～3 2 5 6
特別応用研究II 1～3 2 5 6
特別応用研究III 1～3 2 5 6

－ 0 8 0 5 6 0 0 0

17 66 0 5 6 0 0 0

期

週

分

専任教員等配置授業形態単位数

配当年次授業科目の名称

ベンチャー企業論

機能性材料創成工学特論II
機能システム設計工学特論I
機能システム設計工学特論II

高機能構造材料工学
ﾏﾃﾘｱﾙ･ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾌﾛﾝﾃｨｱ

学外実習
エネルギーマテリアルシステムIII

コラボレーションワークI
コラボレーションワークII
コラボレーションワークIII

電磁パワーデバイス材料工学特論
電磁パワードライブシステム工学特論

共
通
科
目

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

工学倫理論

コラボレーションワークVII

機能性材料創成工学特論I

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（工学研究科機能システム創成工学専攻（Ｄ））

コラボレーションワークV

－

シンクロトロン光材料学特論

スピン工学特論
磁気マイクロシステム特論

計算材料力学特論

量子材料機能学特論
非平衡先端材料特論

センシングデバイスシステム

学外演習

環境材料設計工学

備考

マルチスケール材料強度学特論

物質高次元構造解析学特論

－小計（16科目）

基礎工学

経営管理論
実践コミュニケーション英語

コラボレーションワークIV

コラボレーションワークVI

専
門
科
目

小計（26科目）

社
会
人
プ
ロ

グ
ラ
ム

小計（4科目）

マテリアルプロダクトシステム

先端半導体とそのﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｼｽﾃﾑへの応用

エネルギー変換解析特論

エネルギーマテリアルシステムI
エネルギーマテリアルシステムII

エネルギー変換材料特論

合計（46科目）

学位又は称号  　    博士(工学)　　　 学位又は学科の分野  工学関係　　　

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学外研修または特別演習１単位、プロジェクト研究２単位を含めて、主
専攻または他専攻から合計７単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導
を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

１学年の学期区分 2

１学期の授業期間 15

１時限の授業時間 90
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